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LOTUS  ROOT

この春は宗務所の改選期にあたり、私が会長を務めていた兵庫県東部布教師会は、選挙でスムースに名引常観新会長が決まった。全国初？の女性会長の誕生です。皆さんは「男女共同参画社会基本法」をご存じですか。
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落
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迷
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すずめの気持ち
２０２3年1月6日（金）

すずめの気持ちおきらく

日　記

謹賀新年　今年もよろしくお願い致します。お正月
に新海誠監督の「すずめの戸締まり」を見てきました。神道の
岩戸の扉をモチーフに震災を描いた映画でしたが、被災体験の
ある人にはちょっと苦しい場面もありました。色んな要素がち
りばめられていて、昭和アニメ漫画し
か知らない私には、美しくて素晴らし
い衝撃的な映画でした。私達の負の心
が、集まって巨大なミミズとなって地
震を引き起こす…表現の仕方は違うけ
れども、立正安国論の内容と同じだと
思いました。感動を引き起こし、映像
で表現出来るエンタメはちょっと羨ま
しいです。
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も
う
一
人
の
自
分
の
更
に
奥
底
を
覗
く
と
︑
自

分
で
は
自
覚
で
き
な
い
無
意
識
の
世
界
が
拡
が
っ

て
い
る
︒
こ
の
力
の
波
動
は
強
く
︑
意
識
の
世
界

に
多
大
に
働
き
か
け
て
い
る
︒
そ
れ
を
自
分
で
意

識
的
に
変
え
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
︒

し
か
し
変
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
貴
方
の
人
生
は

必
ず
や
拓
け
る
︒

　

無
意
識
の
世
界
に
は
︑
私
た
ち
人
間
と
し
て
の

本
質
的
な
部
分
が
宿
っ
て
い
る
︒
性
格
や
人
柄
を

形
成
し
︑
言
葉
遣
い
や
行
動
パ
タ
ー
ン
そ
し
て
癖

も
す
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
︑
普
段
の
何
気
な
い

行
動
に
自
然
と
表
れ
︑
そ
れ
は
個
性
と
言
わ
れ
る
︒

　

無
意
識
世
界
は
極
端
に
示
す
と
陽
と
陰
︑
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
︑
仏
と
地
獄
と
い
う
特
性

を
持
つ
︒
そ
し
て
こ
の
無
意
識
に
は
波
動
が
あ
り
︑

同
じ
性
質
の
も
の
を
引
き
寄
せ
あ
う
と
い
う
特
徴

が
あ
る
︒

　

気
の
合
う
も
の
同
士
が
集
ま
っ
て
友
達
は
形
成

さ
れ
︑
長
年
の
夫
婦
や
家
族
が
似
て
く
る
の
も
波

長
が
合
う
か
ら
で
あ
る
︒
そ
れ
は
人
同
士
だ
け
で

な
く
環
境
や
気
運
と
い
う
も
の
も
引
き
寄
せ
あ
う

の
で
︑
無
意
識
レ
ベ
ル
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
る
と

貴
方
の
周
り
に
は
自
然
と
良
い
運
気
が
流
れ
る
︒

コ
コ
ロ
ハ
マ
イ
ナ
ス
ノ
ワ
タ
シ

　

と
こ
ろ
が
私
た
ち
普
通
の
人
間
は
︑
こ
の
無
意

識
の
中
に
マ
イ
ナ
ス
的
な
思
考
が
毎
日
す
り
込
ま

れ
て
い
る
︒
日
々
見
聞
き
す
る
報
道
は
圧
倒
的
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
題
の
方
が
多
い
︒
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
・
ト
ル
コ
の
地
震
︑
コ
ロ
ナ
に
詐
欺
や
政

治
・
景
気
の
問
題
︑
殺
人
事
件
に
悲
惨
な
事
故
等
︒

周
辺
の
情
報
は
︑
い
つ
も
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
溢
れ

か
え
っ
て
い
る
︒
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
効
果
で
私
た
ち

の
心
は
︑
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

要
因
が
永
い
年
月
を
か
け
て
す
り
込
ま
れ
︑
不

安
・
恐
怖
・
自
己
否
定
等
が
︑
無
意
識
レ
ベ
ル
で

働
い
て
し
ま
い
︑
本
来
の
能
力
が
な
か
な
か
発
揮

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
︒
肉
体
的
な
能
力
だ
け
で

は
な
く
︑
直
感
や
想
像
・
発
想
力
を
減
退
さ
せ
︑

精
神
的
能
力
も
萎
縮
さ
せ
る
︒
あ
ら
か
た
の
人
間

は
生
涯
で
︑
潜
在
能
力
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
使

わ
ず
に
人
生
を
終
え
て
い
る
︒

　つい先日のＷＢＣをご覧になら
れましたか。大谷選手やヌート
バー選手を見ていたら判ります。
根っからの性格が明るくて良い運
気を引き寄せて大活躍しましたね。
その向上的な運気にチーム全体が
引っ張られて優勝を手に入れました。
各選手一人一人の努力があってのことは言うまでもないと思い

ますが、その努力だけではない、
何か人間の秘めた大きな力と気
運を皆さんはお感じになりま
せんでしたか。

大谷翔平選手の話

プラス思考の人
その１

心
や
意
識
の
構
造
は
層
に
な
っ
て
い
る

表
面
は
自
分
の
欲
望
や
感
情
と
い
う
自
我
に

覆
わ
れ
て
波
立
っ
て
い
る

し
か
し
そ
の
表
面
の
波
が
落
ち
て
き
て
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入
っ
て
い
く
と
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な
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が
現
れ
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そ
こ
に
は
物
事
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観
的
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な
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自
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感
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い
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覆
わ
れ
て
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立
っ
て
い
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落
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現
れ
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2023年2月9日（木）

清水上人にHPを変更し
て頂きました。内容は一

緒ですが、雰囲気は随分変わりまし
た。また動画の方も充実させるべく、
ゴープロを購入して勉強しています。
とりあえず寒行と星祭の撮影をしたの
で、現在、一生懸命に編集中です。新
しいことに動き出すのは、最初が大変
です。しかし一度転がりだ
すと、あとは勢いついてゴ
ロゴロ回り始めます。何事
も行動を起こすことが一番
大切なのです。

清水上人に
て頂きました。内容は一

緒ですが、雰囲気は随分変わりまし

おきらく

日　記

アクショ～ンキュー 建
設
志
納
者

二
〇
二
二
年
十
二
月
〜

　
　
　
　
二
〇
二
三
年
三
月  

枝
澤
　
安
子
　
　
一
二
、
〇
〇
〇
円

金
光
　
則
子
　
　
八
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
　
八
〇
、
〇
〇
〇
円

吉
田
和
夫
（
ぺ
）
一
〇
、
〇
〇
〇
円

御
宝
前
・
お
供
え

十
二
月

荒
　
木
　
家
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

上
田
　
文
平
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

岸
本
　
剛
一
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

酒
井
　
博
光
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

杉
山
　
嘉
隆
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

三
丸
　
秀
文
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

森
　
　
郁
子
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
月

秋
山
　
　
榮
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤
千
賀
子

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤
　
安
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
松
　
純
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

岡
田
　
友
行
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

門
野
　
政
雄
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

亀
田
美
奈
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
秀
幸
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
英
生
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
理
香

二
二
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤
　
裕
次
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

柴
田
登
喜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
　
中
　
家

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

高
原
　
和
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

高
瀬
　
守
雄
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
川
　
真
弓
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
内
　
悦
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
内
　
正
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

二
月

岩
根
　
竜
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
理
香
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

合
田
　
亮
一
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

鈴
木
　
律
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
川
　
真
弓
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

永
田
　
国
夫
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

長
野
　
由
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

久
遠
結
社
　
望
月
恵
真

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
月

秋
山
　
　
榮
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

荒
木
　
温
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤
千
賀
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
谷
　
真
敏
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

角
野
　
信
二
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
秀
幸
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
友
祐
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

田
　
中
　
家
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
島
　
敏
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
河
加
代
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

樋
口
　
節
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

藤
田
徹
次
郎
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
内
　
哲
夫
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
﨑
　
忠
博

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

満
座
供
養
者

お
せ
が
き
（
三
月
）

臼
井
　
　
彰
　
・
　
大
江
　
　
恵

亀
田
美
奈
子
　
・
　
福
田
　
　
京

三
丸
　
秀
文

山
内
　
哲
夫

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計12～3月

現金………………………… 0円
りそな普通預金……4,153,451円
郵便振込金 ………………… 0円

合計…………………4,153,451円

 新年度繰越金内訳 新年度繰越金内訳

寺債金会計12～3月2022年12月1日～
　　2023年3月31日

2022年12月1日～
　　2023年3月31日

収　　　入（円）

0
3,200,000

0
3,200,000
7,211,463
10,411,463

支　　　出（円）

現金……………………… 0円
りそな普通預金… 7,211,463円
郵便振込金 ……………… 0円

合計 ……………… 7,211,463円

志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
11月からの繰越金
合　　計

2,000,000
3,000,000

29
5,000,029
5,411,434
10,411,463

182,000

16
0

2,000,000
3,000,000

294,001
5,476,017
2,067,860
7,543,877

3,332,000
0

58,426

3,390,426
4,153,451
7,543,877

志納金
　現金
　郵便振込
　銀行振込
利　息
自我偈写経
自家納骨壇
収益事業より
護持会より
寒行より 

収入小計
11月からの繰越金
合　　計

借入金返済
振込手数料
支払利息

支出小計
4月への繰越金
合　　計

志納金へ
返還金
振込手数料

支出小計
4月への繰越金
合　　計

探偵ナイトスクープ。依頼者と一緒に澤部探偵がおねしょを体験する内容で、放出の瞬間が非常に快感だったそう。今はトイレではナカナカ出なくなって、もう一人の自分が「布団へ行こう」と誘う。もう一人が仏様とは限らない。
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　大河ドラマの裏だか
ら、皆さんあんまり見
ていないかな？イッテ
Ｑって番組。「やるぞ
やるぞやるぞ～」とい
つも叫ぶみやぞんさん。
彼は間違いなく良い運
を持ってますね。いろ
んな難しい芸やチャレ
ンジでも素人でありな

がらプロに負けないよう何でもこな
してしまう。単純に運動神経が良い
とか偶然というだけでは無いと思い
ませんか。やはり心に邪念がなくて、
根っからのポジティブさを持ってい
ますね。この番組の出演者は、皆、
持ってます。中岡さん、出川さん、
イモトさん、宮川さん。
出演者は
自然に
淘汰され
ていって
います。

みやぞんさんの話

悲
し
い
こ
と
や

辛
い
こ
と
と
向
き
合
う
私

心
の
中
に
は
鬼
も
修
羅
も
い
て
地
獄
も
あ
る

子
ど
も
の
時
に
は
無
か
っ
た
感
情

私
は
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
・
・
・

Expression

イ
ツ
シ
ヌ
カ
ワ
カ
ラ
ナ
イ　

　

だ
か
ら
私
た
ち
は
ど
う
し
て
も
心
が
悪
い
方

向
に
流
れ
や
す
い
︒
壁
に
前
を
ふ
さ
が
れ
た
時
︑

逆
境
や
苦
し
い
立
場
に
お
か
れ
た
と
き
︑
人
は

ど
う
思
う
か
︒
貴
方
に
お
聞
き
し
ま
す
︒
今
貴

方
は
医
者
か
ら
ガ
ン
を
宣
告
さ
れ
﹁
余
命
１

年
﹂
と
言
わ
れ
た
と
仮
定
し
ま
し
ょ
う
︒
ど
う

思
い
ま
す
か
︒
﹁
何
故
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た

の
か
︑
節
制
し
と
け
ば
良
か
っ
た
﹂
﹁
も
っ
と

運
動
を
し
て
お
く
の
だ
っ
た
﹂
﹁
毎
年
健
康
診

断
を
受
け
る
べ
き
だ
っ
た
﹂
違
い
ま
す
か
？

﹁
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
﹂
﹁
抗
が
ん

剤
で
毛
が
抜
け
る
か
も
﹂
﹁
治
療
費
は
ど
う
す

る
？
﹂
﹁
次
の
正
月
に
は
死
ん
で
い
る
か
も
し

れ
な
い
﹂
と
考
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
︒
﹁
今
日

を
ど
う
生
き
る
か
﹂
と
い
う
今
を
見
つ
め
る
の

で
は
な
く
︑
過
去
を
悔
ん
だ
り
︑
将
来
を
憂
い

た
り
と
︑
考
え
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
に
心
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
使
っ
て
し
ま
う
の
で
す
︒

ム
ジ
ャ
キ
ナ
ガ
キ

　

心
の
底
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
は
た
く
さ

ん
い
る
︒
さ
て
誰
か
？　

正
解
は
子
供
で
あ
る
︒

大
人
に
な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
か
？
と
問
わ

れ
﹁
宇
宙
飛
行
士
﹂
﹁
プ
ロ
野
球
選
手
﹂
﹁
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
﹂
と
答
え
る
︒
そ
こ
に
は
﹁
な
れ

る
か
な
？
﹂
と
い
う
不
安
も
﹁
な
れ
る
わ
け
が

無
い
﹂
と
い
っ
た
否
定
の
気
持
ち
も
無
い
︒
な

ぜ
な
ら
無
邪
気
だ
か
ら
︒
し
か
し
今
の
子
供
は
︑

小
さ
い
時
か
ら
﹁
や
っ
ぱ
り
ダ
メ
な
子
ね
﹂

﹁
何
故
出
来
な
い
の
﹂
﹁
さ
っ
き
も
言
っ
た
で

し
ょ
﹂
親
は
子
供
を
い
つ
も
否
定
的
に
叱
っ
て

子
育
て
を
す
る
か
ら
︑
今
は
人
格
否
定
が
小
さ

い
時
か
ら
す
り
込
ま
れ
て
い
る
︒

　

ラ
ン
ド
セ
ル
を
早
く
か
ら
選
ぶ
﹁
ラ
ン
活
﹂

が
︑
世
間
の
流
行
に
な
っ
て
い
る
︒
親
は
子
供

が
好
き
な
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
自
由
に
選
べ
ば

よ
い
と
考
え
て
い
る
が
︑
実
際
は
子
供
が
親
の

気
持
を
汲
ん
で
色
を
選
ん
で
い
る
と
︑
実
験
で

示
さ
れ
て
い
る
︒

プ
ラ
ス
シ
コ
ウ
ノ
ヒ
ト
ハ…

　

無
意
識
レ
ベ
ル
で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
人
や
︑

邪
鬼
が
な
い
人
は
運
気
が
上
が
る
︒
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
時

大
谷
選
手
が
白
井
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
タ
ッ
ク
ル
し

た
り
︑
色
々
な
選
手
に
悪
戯
し
て
い
る
映
像
が
流

れ
た
︒
彼
な
り
の
選
手
間
の
距
離
を
縮
め
る
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
だ
と
は
思
う
が
︑
そ
の
表
情
は
す
ご
く

自
然
な
笑
顔
︒
経
営
者
・
起
業
家
・
ア
ス
リ
ー

ト
・
芸
術
家
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
一
流
の
人
や

ト
ッ
プ
に
立
つ
人
間
は
︑
こ
の
子
供
っ
ぽ
さ
・
楽

天
性
を
持
っ
て
い
る
︒

ロ
ッ
コ
ン
ヲ
ミ
ガ
ク
シ
ュ
ウ
カ
ン

　

今
日
か
ら
﹁
私
も
無
意
識
レ
ベ
ル
で
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
生
き
た
い
﹂
そ
う
願
っ
て
も
１
発
で
劇
的
に

変
わ
る
と
い
う
特
効
薬
は
無
い
︒
私
た
ち
は
簡
単

に
性
格
を
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
︒
そ
れ
は
今

ま
で
永
い
時
間
を
か
け
て
︑
各
々
の
中
に
出
来
上

が
っ
て
き
た
個
性
だ
か
ら
︒
だ
け
ど
も
同
じ
よ
う

に
時
間
を
か
け
て
改
善
し
て
い
け
ば
必
ず
変
わ
る
︒

そ
れ
は
行
動
を
習
慣
に
し
て
し
ま
う
こ
と
︒
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
想
念
を
抱
き
作
り
︑
無
意
識
の
中
に
埋

め
込
む
作
業
で
は
な
く
︑
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を
消
す
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
︒

　

そ
の
方
法
は
寺
報
のVol35

で
細
か
く
紹
介
し

て
い
る
︒
六
根
を
磨
く
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
だ
︒

シ
ゼ
ン
ニ
ミ
ヲ
ユ
ダ
ネ
ル

　

海
で
も
山
で
も
︑
空
で
も
太
陽
で
も
良
い
︒
自

然
の
中
に
身
を
任
す
こ
と
は
︑
確
実
に
私
た
ち
の

心
を
清
く
浄
化
さ
せ
て
い
く
効
果
が
あ
る
︒
た
だ

登
山
を
し
た
り
海
で
遊
べ
ば
良
い
と
い
う
ワ
ケ
で

は
無
い
︒
自
然
と
自
分
が
向
き
合
う
と
い
う
姿
勢

が
大
切
な
の
で
あ
る
︒
車
で
上
が
っ
て
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
で
頂
上
に
登
り
︑
ピ
ー
ス
し
て
写
真
を
撮
っ

て
イ
ン
ス
タ
に
投
稿
︒
こ
れ
で
は
自
然
に
対
峙
し

た
と
は
言
え
な
い
︒
独
り
静
か
に
︑
そ
こ
の
空
気

を
深
く
吸
い
込
み
風
を
掴
ん
で
気
温
を
感
じ
る
︒

緑
や
風
景
に
目
を
癒
し
て
︑
花
の
に
お
い
を
嗅
い

で
み
る
︒
自
分
の
五
感
で
自
然
を
全
身
に
受
け
止

め
る
︒
こ
れ
を
習
慣
と
し
て
身
に
付
け
る
の
だ
︒

仕
事
が
忙
し
い
と
言
い
訳
す
る
な
ら
︑
毎
朝
30
分

早
起
き
し
て
公
園
を
散
歩
し
よ
う
︒
現
在
の
生
活

パ
タ
ー
ン
を
変
え
な
い
と
何
も
向
上
し
な
い
︒

イモトさん、宮川さん。
出演者は
自然に
淘汰され
ていって
います。

プラス
思考の人
その2

チ
コ
ー
さ
ん
も

持
っ
て
る
よ
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オ
テ
ラ
ノ
ヒ
ミ
ツ
ノ
ル
ー
テ
ィ
ン

　

私
は
昔
か
ら
強
制
的
に
や
ら
さ
れ
て
い
た
︒
暑
い
日
も
寒

い
日
も
毎
日
︑
水
行
を
し
て
素
肌
で
水
の
冷
た
さ
や
気
温
を

感
じ
る
︒
見
え
な
い
神
仏
に
対
し
毎
日
お
給
仕
を
行
う
︒

　

日
天
子
を
拝
ん
で
朝
日
を
浴
び
︑
ろ
う
そ
く
を
灯
し
て
︑

良
い
香
り
の
線
香
を
焚
い
て
読
経
す
る
︒
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
︑
心
の
中
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
想
念
を
消
し
て
い
く
作
業

が
習
慣
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
若
い
頃
は
全
て
嫌
々
や

っ
て
い
た
の
に
︑
今
は
朝
勤
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
︒
住
職
に
な
っ
て
か
ら
は
寺
の
掃
き
掃
除
も
自
ら

加
え
た
︒
ガ
リ
レ
オ
並
み
に
﹁
実
に
オ
モ
シ
ロ
イ
﹂

﹁
ナ
ル
﹂デ
ナ
ク﹁
マ
ツ
﹂シュ
ギ
ョ
ウ

　

仏
教
の
中
に
根
付
い
て
い
る
修
行
は
︑
そ
う
い
う
自
分
の

心
の
中
を
変
化
さ
せ
る
も
の
︒
座
禅
や
瞑
想
は
﹁
心
を
無
に

す
る
と
い
う
修
行
だ
﹂
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
︒
し
か
し
何
と

か
無
理
や
り
心
を
沈
め
て
深
い
瞑
想
に
入
ろ
う
と
す
る
と
︑

却
っ
て
雑
念
が
入
る
︒
浄
心
行
や
深
心
行
は
意
図
的
に
瞑
想

状
態
に
持
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
︑
そ
う
い
う
状
態
に
な
る

の
を
待
つ
技
法
︒
一
生
懸
命
に
お
題
目
を
唱
え
た
あ
と
︑
静

か
に
心
を
落
ち
着
け
て
い
る
と
︑
心
が
仏
と
一
体
と
な
る
瞬

間
が
必
ず
あ
る
︒
し
か
し
そ
れ
を
自
分
で
自
覚
す
る
こ
と
は

ナ
カ
ナ
カ
難
し
い
︒
自
覚
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
我
が
働
い

て
い
る
こ
と
だ
か
ら
︒
自
分
の
中
の
仏
と
ご
本
尊
と
が
繋
が

っ
た
一
瞬
が
成
仏
な
の
だ
が
︑
自
分
で
は
判
断
出
来
な
い
︒

例
え
る
な
ら
美
し
い
初
日
の
出
を
見
て
﹁
き
れ
い
だ
な
〜

ぁ
﹂
と
思
う
一
瞬
前
の
境
地
が
︑
仏
と
一
体
に
な
っ
て
い
る

瞬
間
と
い
え
よ
う
︒

タ
ノ
シ
イ
オ
ン
ガ
ク
ヲ

私
た
ち
は
人
生
を
振
り
返
っ
た
時
︑
成
功
よ
り
も
失
敗
の

方
に
目
が
向
き
が
ち
で
あ
る
︒
与
え
ら
れ
た
も
の
よ
り
︑
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
不
満
を
持
つ
︒
自
分
の
中

の
成
功
体
験
や
気
分
が
向
上
す
る
も
の
を
時
々
思
い
出
す
と

良
い
︒
一
番
便
利
な
も
の
が
音
楽
で
貴
方
に
も
あ
る
ハ
ズ
︒

こ
の
音
楽
を
聴
け
ば
︑
あ
の
時
の
興
奮
が
よ
み
が
え
る
︑
元

気
が
出
て
気
分
が
ハ
イ
に
な
る
︒
も
ち
ろ
ん
逆
に
こ
の
曲
を

聴
い
た
ら
失
恋
が
蘇
る…

っ
て
い
う
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
︒
な
る
べ
く
良
い
思
い
出
の
曲
を
定
期
的
に
聴
い
て
︑
気

分
を
高
揚
さ
せ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
︒

ニ
チ
ジ
ョ
ウ
ノ
コ
ト
ダ
マ

　

言
葉
は
︑
無
理
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
事
を
言
う
よ
り
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
発
言
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
︒
目
の

前
の
困
難
に
対
し
︑
無
理
に
﹁
頑
張
る
︑
負
け
る
も
の
か
﹂

と
言
っ
て
み
て
も
︑
心
の
中
で
﹁
ダ
メ
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
諦

め
の
気
持
ち
が
充
満
し
て
い
て
は
︑
発
し
た
言
葉
と
チ
グ
ハ

グ
に
な
っ
て
し
ま
い
︑
心
の
ス
ト
レ
ス
は
軽
減
さ
れ
な
い
︒

﹁
ダ
メ
・
無
理
・
最
低
・
ひ
ど
い
・
し
ん
ど
い
・
き
つ
い
﹂

等
と
言
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
の
方
が
心
の
ダ
メ

ー
ジ
は
軽
い
︒
世
の
中
は
圧
倒
的
に
言
葉
と
心
が
裏
腹
の
人

が
多
い
︒
そ
う
い
う
人
は
普
段
か
ら
言
葉
と
心
が
離
れ
て
い

る
の
が
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
︒
日
頃
か
ら
そ
う
い
う
人

と
私
た
ち
は
付
き
合
っ
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
ま
た
心
の
負
担

が
毎
日
生
じ
て
い
る
︒
当
た
り
前
だ
が
人
間
に
は
一
人
一
人

エ
ゴ
が
あ
り
︑
誰
も
が
未
熟
な
部
分
を
持
っ
て
い
る
︒
家

族
・
親
戚
・
友
人
・
仕
事
場
・
お
寺
で
の
出
会
い
で
も
そ
う

だ
︒
様
々
な
場
面
で
人
と
の
摩
擦
や
葛
藤
︑
ジ
レ
ン
マ
と
い

っ
た
問
題
に
直
面
す
る
︒
実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
く

て
も
︑
自
分
も
相
手
に
対
し
︑
心
と
言
葉
が
一
致
し
な
い
状

態
で
つ
き
あ
っ
て
い
る
の
で
︑
無
意
識
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
想
念

は
増
幅
し
て
い
る
︒
本
音
と
乖
離
し
︑
自
分
に
嘘
を
つ
い
て

い
る
か
ら
︑
確
実
に
心
は
深
く
傷
つ
い
て
い
く
︒

ニ
ガ
テ
ナ
ヒ
ト
ヲ
カ
ン
ガ
エ
ル

　

だ
れ
し
も
嫌
い
な
人
︑
苦
手
な
人
は
い
る
︒
相
手
の
ど
こ

が
嫌
い
で
︑
何
に
対
し
て
腹
が
立
っ
て
い
る
の
か
を
深
く
考

え
て
み
る
︒
﹁
自
分
勝
手
﹂
﹁
う
そ
つ
き
﹂
﹁
自
慢
し
い
﹂

﹁
見
栄
っ
張
り
﹂
﹁
自
分
を
馬
鹿
に
す
る
﹂
﹁
い
つ
も
上
か

ら
目
線
﹂
﹁
話
が
長
い
﹂
色
々
と
浮
か
ぶ
︒
こ
の
よ
う
に

﹁
私
は
そ
の
人
の
何
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
の
か
﹂
﹁
何
故

そ
の
人
と
い
る
と
不
愉
快
な
の
か
﹂
を
考
え
る
︒
実
は
静
か

に
客
観
的
に
考
え
る
こ
と
は
﹁
も
う
一
人
の
自
分
を
呼
び
寄

せ
る
﹂
行
為
︒
そ
れ
で
も
相
手
を
ど
う
し
て
も
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
と
思
っ
た
と
き
は
︑
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
み
る
︒

そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
み
る
と
相
手
の
心
情
が
少
し
は
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

コ
ト
バ
ヲ
オ
キ
カ
エ
ル

　

嫌
い
な
人
の
名
前
を
言
っ
て
﹁
〇
〇
さ
ん
︑
い
つ
も
有
難

う
﹂
と
言
っ
て
下
さ
い
︒
ど
う
で
す
か
？
心
の
中
で
は
相
手

の
こ
と
が
ま
だ
嫌
い
だ
か
ら
︑
無
理
に
言
っ
て
も
心
に
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
︒
で
は
﹁
〇
〇
さ
ん
︑
南
無
妙
法

蓮
華
経
﹂
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
︒
お
題
目
な
ら
割
と
す
ん

な
り
言
葉
に
出
来
る
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
︒
嫌
い
な
相

手
で
も
お
題
目
な
ら
︑
ま
だ
言
い
や
す
く
な
い
で
す
か
？　

言
え
る
な
ら
︑
そ
の
お
題
目
を
繰
り
返
す
こ
と
を
習
慣
に
し

て
下
さ
い
︒
そ
の
う
ち
に
嫌
い
な
感
情
が
薄
れ
て
い
き
ま
す
︒

こ
ち
ら
の
心
境
が
無
意
識
の
領
域
で
相
手
を
許
容
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
︑
不
思
議
な
の
も
の
で
空
気
感
で
波
動
が
伝
わ

り
︑
相
手
の
態
度
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
︒
心
を
先
に
変
え
る

の
は
困
難
で
す
が
︑
言
葉
を
発
す
る
こ
と
は
簡
単
︒
な
る
べ

く
抵
抗
の
無
い
言
葉
で
貴
方
の
心
を
軽
く
し
て
い
く
の
に
︑

お
題
目
は
最
適
な
の
で
す
︒
ど
ん
な
相
手
に
で
も
感
謝
の
気

持
ち
を
抱
き
︑
お
題
目
を
唱
え
続
け
て
い
る
と
︑
私
た
ち
は

い
つ
も
冷
静
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
︑

無
意
識
に
心
の
中
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
想
念

は
薄
ら
い
で
い
き
ま

す
︒
そ
れ
が
﹁
も
う

一
人
の
自
分
が
い
つ

も
傍
に
い
る
﹂
状
態

な
の
で
す
︒
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言
葉
は
︑
無
理
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
事
を
言
う
よ
り
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
発
言
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
︒
目
の

前
の
困
難
に
対
し
︑
無
理
に
﹁
頑
張
る
︑
負
け
る
も
の
か
﹂

と
言
っ
て
み
て
も
︑
心
の
中
で
﹁
ダ
メ
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
諦

め
の
気
持
ち
が
充
満
し
て
い
て
は
︑
発
し
た
言
葉
と
チ
グ
ハ

グ
に
な
っ
て
し
ま
い
︑
心
の
ス
ト
レ
ス
は
軽
減
さ
れ
な
い
︒

等
と
言
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
の
方
が
心
の
ダ
メ

ー
ジ
は
軽
い
︒
世
の
中
は
圧
倒
的
に
言
葉
と
心
が
裏
腹
の
人

が
多
い
︒
そ
う
い
う
人
は
普
段
か
ら
言
葉
と
心
が
離
れ
て
い

る
の
が
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
︒
日
頃
か
ら
そ
う
い
う
人

と
私
た
ち
は
付
き
合
っ
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
ま
た
心
の
負
担

が
毎
日
生
じ
て
い
る
︒
当
た
り
前
だ
が
人
間
に
は
一
人
一
人

エ
ゴ
が
あ
り
︑
誰
も
が
未
熟
な
部
分
を
持
っ
て
い
る
︒
家

族
・
親
戚
・
友
人
・
仕
事
場
・
お
寺
で
の
出
会
い
で
も
そ
う

だ
︒
様
々
な
場
面
で
人
と
の
摩
擦
や
葛
藤
︑
ジ
レ
ン
マ
と
い

っ
た
問
題
に
直
面
す
る
︒
実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
く

て
も
︑
自
分
も
相
手
に
対
し
︑
心
と
言
葉
が
一
致
し
な
い
状

態
で
つ
き
あ
っ
て
い
る
の
で
︑
無
意
識
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
想
念

は
増
幅
し
て
い
る
︒
本
音
と
乖
離
し
︑
自
分
に
嘘
を
つ
い
て

い
る
か
ら
︑
確
実
に
心
は
深
く
傷
つ
い
て
い
く
︒

Conduct

お
釈
迦
様
の
言
い
た
か
っ
た
事
は
何
？

手
の
ひ
ら
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

意
味
は
あ
る
の
か

い
つ
も
揺
れ
て
い
る
心
の
中

私
は
ど
こ
か
ら
来
て
何
処
へ
ゆ
く
の
・
・
・

　

令
和
５
年
２
月
28
日
、
当
山
に
衝
撃
的
な
電
話

が
入
っ
た
。修
徒
の
山
﨑
雅
祥
師
の
訃
報
で
あ
る
。

昨
年
の
お
会
式
で
、
ご
主
人
に
逆
修
法
号
を
授
与

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
一
緒
に
来
ら
れ
、
１
月

に
も
星
ま
つ
り
の
費
用
を
持
っ
て
き
て
下
さ
っ

た
。本
当
に
お
元
気
に
さ
れ
て
い
て
当
日
の
朝
も

ご
主
人
と
一
緒
に
食
事
を
さ
れ
た
そ
う
で
、
ご
家

族
に
と
っ
て
も
突
然
の
出
来
事
で
、
急
性
心
筋
梗

塞
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
57
年
得
度
・
昭
和
59
年
信
行
道
場
は
、
私

と
全
く
一
緒
で
同
じ
兎
年
生
ま
れ
と
い
う
の
も
共

通
。あ
え
て
言
え
ば
、私
の
方
が
先
に
師
匠
に
弟
子

入
り
し
た
の
で
、
年
上
だ
が
私
に
と
っ
て
は
妹
弟

子
と
い
う
関
係
。私
が
住
職
に
な
っ
た
時
に
職
員

と
し
て
は
退
職
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
10
年
ぐ
ら
い

は
檀
家
さ
ん
と
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
と
は
思
い
ま

す
。当
山
で
は
平
和
委
員
会
の
事
務
局
を
務
め
て

い
た
の
で
、お
寺
の
法
務
だ
け
で
な
く
、他
団
体
と

の
活
動
交
流
や
社
会
活
動
に
尽
力
い
た
だ
い
た
師

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
主
人
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
山
﨑
家

と
し
て
の
葬
儀
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
檀
家
さ
ん

へ
の
ご
案
内
と
参
列
は
総
代
と
護
持
会
役
員
の
み

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
て
い
る
護
持
会
費
の
中
か
ら
、
会
長
と
相
談

し
て
お
花
と
お
香
典
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

親
し
か
っ
た
檀
家
さ
ん
に
は
ご
報
告
が
遅
れ
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
る
檀
家
さ
ん
に
お
参
り
し
た
時
に
、
山
﨑
師
の

話
を
し
て
い
た
ら「
私
、毎
年
年
賀
状
の
や
り
と
り

を
し
て
た
ん
よ
」と
言
わ
れ
、私
は
驚
き
を
隠
せ
ず

そ
の
今
年
の
賀
状
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
私
の
見
慣
れ
た
字
で
、
こ
う
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

口
癖
の
よ
う
に「
私
は
百
歳
ま
で
生
き
る
」っ
て

言
っ
て
た
こ
と
が
、そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

早
す
ぎ
る
や
ん
、有
言
実
行
せ
な
。命
日
は
２
月

28
日
や
ね
。気
を
つ
け
ま
す
。ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
。

　

お
寺
で
も
位
牌
を
造
り
、
納
骨
堂
で
増
圓
妙
道

を
祈
り
ま
す
。

妙
和
院
日
慈
上
人
を
偲
ぶ

世
壽
八
十
五
歳

プラス
思考の人
その3

い
ま
し
た
。

　

年
賀
状
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。私
も
老
い
の

春
を
む
か
え
る
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。今
年
で
満

八
十
四
歳
に
な
り
ま
す
。ま
だ
現
役
主
婦
で
す
が
、

い
つ
の
ま
に
か
老
い
先
の
見
え
る
年
齢
に
な
り
ま

し
た
。人
生
百
年
時
代
と
い
い
ま
す
か
ら
、
足
腰
だ

け
は
丈
夫
で
な
い
と
ー
と
心
が
け
て
い
る
つ
も
り

で
す
が
、元
気
で
い
て
下
さ
い
ね
。

山
﨑
雅
祥



2023年4月13日（木）反射板つき輪袈裟
朝、まだシャッターも開けていない時間帯に、門前で合掌しているご婦
人がいることに、少し前から気づいていた。この方は檀家ではなく、私も

知らない方。神鉄ビルの方から歩いて来られるのだが、ウチでお祈りが終わったら、ま
た神鉄ビルの方に戻られていく。あきらかにウォーキングの途
中で寄り道をしているわけではなく、当山が目的地となってい
る。いつも遠巻きに見ていたのだが、今日は掃きそうじで下を向
いていて、気づくのが遅れた。目があったので「ご苦労様です」
と声掛けしたら、ジャンバー姿の私に合掌して「有難うございま
す」と言われた。合掌してである。　改めて合掌という尊い姿に
衝撃を受けたのと、何で僧侶と分かったのだろう・・・と女房に
話した。朝暗いので車に轢かれないようにつけている「反射板
のタスキが、袈裟に見えたんちゃう」といわれ納得。

反射板つき輪袈裟
朝、まだシャッターも開けていない時間帯に、門前で合掌しているご婦
人がいることに、少し前から気づいていた。この方は檀家ではなく、私も

知らない方。神鉄ビルの方から歩いて来られるのだが、ウチでお祈りが終わったら、ま

おきらく

日　記

予
告
記
事

★
唱
題
の
つ
ど
い

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
〜

・
６
月
７
日
（
水
）
平
和
祈
念
日

・
６
月
13
日
（
火
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
７
月
13
日
（
木
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
７
月
16
日
（
日
）
立
正
安
国
論
呈
上
日

・
９
月
20
日
（
水
）
秋
彼
岸
入
日

・
９
月
26
日
（
火
）
秋
彼
岸
結
日

※
８
月
の
唱
題
は
あ
り
ま
せ
ん

★
信
行
会

昨
年
か
ら
金
曜
日
に
な
り
ま
し
た

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

・
６
月
16
日
（
金
）

・
７
月
21
日
（
金
）

・
９
月
15
日
（
金
）

※
８
月
は
お
休
み
で
す

★
護
持
会
奉
仕
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

昼
食
は
用
意
し
ま
す

・
６
月
13
日
（
火
）
唱
題
後
〜

・
７
月
13
日
（
木
）
唱
題
後
〜

・
８
月
16
日
（
水
）
午
前
9
時
半
〜

・
９
月
20
日
（
水
）
唱
題
後
〜

★
運
営
会
議

総
代
・
護
持
会
役
員
は
ご
出
席
下
さ
い

・
６
月
４
日
（
日
）
午
後
2
時
〜

・
７
月
１
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

・
９
月
３
日
（
日
）
午
後
2
時
〜

※
８
月
の
運
営
会
議
は
あ
り
ま
せ
ん

★
寺
子
屋「
れ
ん
こ
ん
」

「
葬
儀
の
ヒ
ミ
ツ
」

・
６
月
17
日
（
土
）
午
後
2
時
〜
4
時

　

入
棺
体
験
・
葬
儀
の
裏
話

　

講
師　

新
間
智
孝
P
R
O　

石
田
晋
一
P
R
O

★
土
用
丑
の
御
祈
祷

・
７
月
30
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

・
祈
祷
料
一
人
目
３
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
２
人
目
か
ら
半
額

★
第
32
回
蓮
の
実
道
場

・
７
月
26
日
（
水
）
〜
27
日
（
木
）

・
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
男
女

※
護
持
会
員
の
子
供
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
は

　

初
回
の
参
加
費
は
無
料
で
す

編
集
後
記

昨
年
宝
塔
の
電
動
仕
掛
け
が
壊

れ
た
。
こ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、

製
作
し
た
業
者
も
廃
業
し
て
い

る
の
で
、ご
本
尊
を
維
持
す
る

為
の
大
幅
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

決
意
し
た
。幸
い
岡
山
の
業
者
が

引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
、
改
修
工
事
の
目
途
も

立
っ
て
き
た
。し
か
し
見
積
は

七
百
萬
。
三
界
は
安
き
こ
と

な
し
。火
宅
の
如
し
。
【
智
孝
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

４
月
の
終
わ
り
に
池
掃
除
を
し

ま
し
た
。昨
年
産
ま
れ
て
橋
の

下
に
い
た
12
匹
の
子
鯉
も
、こ
れ

を
機
に
隆
将
さ
ん
が
す
く
っ
て

大
き
い
池
に
移
し
て
く
れ
ま
し

た
。そ
れ
な
の
に
翌
日
に
は
、網

を
く
ぐ
り
抜
け
て
橋
下
へ
と
戻
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
･
･
･
。

あ
の
苦
労
は
一
体
･
･
･
。

鯉
っ
て
産
ま
れ
た
稚
魚
も
食
べ

ち
ゃ
う
ん
で
す
。そ
ろ
そ
ろ
産
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
次
の
稚
魚
の
為

に
、も
う
一
度
子
鯉
を
池
に
移
そ

う
大
作
戦
を
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。 

【
陽
子
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

４
月
の
中
旬
ご
ろ
に
、く
し
ゃ
み

が
出
て
喉
が
イ
ガ
イ
ガ
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。熱
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、今
年
は
熱
の
出
な

い
風
邪
が
流
行
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。そ
れ
っ
て
花
粉
症
デ

ビ
ュ
ー
じ
ゃ
な
い
？
と
周
り
か
ら

言
わ
れ
ま
し
た
が
、私
は
風
邪

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。花
粉
症

だ
と
認
め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、来
年
の
４
月
に
も
風
邪
を

引
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
清
水
】

今
年
は
日
曜
日
だ
か
ら
、

初
め
て
の
方
も
是
非
受
け
て
み
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　

良
い
と
思
う
ヨ

オ
ダ
イ
モ
ク
ハ
ア
リ
ガ
ト
ウ

　
﹁
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
意
味
を
簡
単
に
説
明
し

て
ほ
し
い
﹂
と
か
﹁
何
て
い
う
意
味
で
す
か
﹂
っ
て

聞
か
れ
続
け
て
き
ま
し
た
︒こ
の
原
稿
を
作
っ
て

い
て﹁
お
題
目
﹂は﹁
有
難
う
﹂と
同
意
語
だ
と
気
が

つ
き
ま
し
た
︒ど
ち
ら
も
相
手
を
尊
敬
す
る
気
持

ち
や
敬
う
気
持
ち
︑
そ
し
て
お
礼
や
有
難
い
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
︒﹁
有
難

う
﹂を
素
直
に
言
え
な
い
相
手
に
は﹁
お
題
目
﹂を
︑

お
題
目
を
口
に
出
す
の
が
恥
ず
か
し
い
と
い
う
皆

さ
ん
は﹁
有
難
う
﹂と
い
う
言
葉
を
︑
日
ご
ろ
か
ら

意
識
し
て
発
し
て
下
さ
い
︒そ
の
う
ち
口
癖
の
よ

う
に
自
然
と
出
る
よ
う
に
な
る
と
︑
貴
方
の
心
の

中
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
想
念
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
︒

心
と
身
体
は
同
体
で
す
か
ら
︑
意
が
有
難
い
と
思

う
よ
う
に
な
れ
ば
︑
自
然
と
合
掌
す
る
と
い
う
姿

に
現
れ
て
︑他
人
を
敬
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
︒

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz
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日蓮宗で大切にされ当山もお祀りしている「鬼子母神」は、名前の中に「母」と「子」そして「神」と「鬼」がいる。神様の中にオニがいるのだ。だから間違いを犯した私たちを優しく赦すことが出来るのです。

清
水
上
人
が
青
年
会
長
だ
ゼ
、

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
な
！

　「鎌倉殿」で源頼朝役を演じた大泉洋さん。
俳優なのにバラエティ番組にもたくさん出演し、
ここ数年は様々な仕事をこなして各局でひっぱり
ダコですよね。お笑い芸人に負けないくらいの楽しいトーク力と茶目っ気を

持っています。嫌いな人はあまりいないんじゃぁ無いですか。
大泉さんの本を見つけたので「これは面白いかも」と、買って
みました。あくまでも個人的な意見ですが、読み終えた感想は
文章よりも個人的な魅力の方が優っているように思いました。

大泉洋さんの話

生
ま
れ
た
来
た
命
よ

す
こ
や
か
に
羽
ば
た
け

悲
し
み
の
数
だ
け
を
け
し
て

か
ぞ
え
て
は
い
け
な
い

さ
だ
ま
さ
し「
夢
一
匁
」　

プラス思考の人
その4

オ
ー
ラ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

貴
方
の
後
背
は
何
色
？

ど
う
も
無
意
識
に
は
色
が
あ
る
ら
し
い
。え
っ
？

色
？
と
思
う
が
、
そ
の
人
の「
オ
ー
ラ
」っ
て
い
う
表

現
を
す
る
と
何
と
な
く
色
が
つ
い
て
い
そ
う
な
気

は
す
る
。オ
ー
ラ
Ｑ
と
い
う
撮
影
機
で
映
す
と
自
分

の
オ
ー
ラ
の
色
が
見
え
る
ら
し
い
。

緑…

温
厚
的
で
愛
情
深
く
癒
し
系
の
人

青…

平
和
的
で
慈
愛
に
溢
れ
て
い
る
人

紫…

神
秘
的
で
カ
リ
ス
マ
性
が
高
い
人

黄…

明
る
く
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人

橙…

芸
術
性
の
優
れ
た
多
才
の
多
能

赤…

活
気
が
あ
り
積
極
的
で
情
熱
的
な
人

実
は
仏
像
に
あ
る
後
背
は
、
仏
の
オ
ー
ラ
を
表
し
て

い
る
。と
い
う
こ
と
は
機
械
で
金
色
に
出
た
ら
、成
仏

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。今
回
一
度
、私
も

寺
報
の
ネ
タ
に
自
分
の
色
を
確
認
し
に
、
店
に
行
こ

う
と
思
っ
た
が
、
撮
影
し
た
後
に
色
々
と
占
い
じ
み

た
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
撮
影
料
以
外
に
運
気
の
良
く

な
る
石
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
等
を
売
り
つ
け
る
店
も
あ
る

よ
う
だ
。そ
ん
な
こ
と
す
る
か
ら
、宗
教
も
含
め
て
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
こ
と
は
、
う
さ
ん
臭
く
思
わ
れ
る

の
だ
。人
の
為
に
貴
方
は
ナ
ニ
が
出
来
る
？

初めて霊山に降りてこられた仏像たち

Innocent
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この機会に体重を計ってみた
シャカが4.4ｋ　
タホウが4.2ｋ
ちょっとお釈迦様の方が
おデブ

此國の主八幡大菩薩は卯月八日にうまれさせ給ふ

娑婆世界の教主釋尊も又卯月八日に御誕生なりき 　月満御前御書
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